
 

 

      

       釜石労働基準監督署からのお知らせ 
 

 

 

１ 死亡災害が急増！安全対策は十分かつ効果的ですか。 

岩手県内では、８月 20日現在、１９名が労働災害によって尊い命を失ってしまいました。 

昨年１年間で１９名が亡くなっており死亡災害が多発した１年でしたが、本年はさらに死亡災害が急

増しており、異常事態となっております。 

今一度、各社の安全対策が十分かつ効果的なものとなっているか点検をお願いいたします。 

また、作業手順の見直し、安全衛生教育の実施、リスクアセスメントの取組などもお願いいたします。 

≪釜石監督署管内の死亡災害≫ 

発生月 事故型 起因物 災害発生の概要 

１月 墜落転落 車両系建設機械 

ドラグ・ショベルで、約１ｍの高さに積みあげた伐採材の上を移
動した際に、バランスを崩し大きく傾き、被災者が運転席から飛
び降りたところへ、ドラグ・ショベルが倒れ下敷きになり死亡。 

８月 墜落転落 足場 
足場の解体作業中、足場４段目から墜落。３段目の足場に落ち、
さらに地面まで墜落し死亡。 

８月 激突され 天井クレーン 

天井クレーンで製品を吊り上げ、トラックに積み込む際、吊り上
げた製品が別の製品に接触、押し出された製品が台木から落下し、
トラックと製品の間にいた労働者が挟まれ死亡。 

釜石監督署では、「安全決意宣言」「災害の芽ゼロの日」の取り組みなど、より積極的な災害防止活動

をお願いしています。岩手労働局の HP → 監督署コーナー → 釜石監督署 をご覧ください。 

 

２ 平成２６年度全国労働衛生週間に向けて。 

第６５回全国労働衛生週間スローガン「みんなで進める職場の改善 心とからだの健康管理」 

準備期間：９月１日～９月３０日 本週間：１０月１日～１０月７日 

準備期間中に取組事項、本週間の取組事項の確認と準備作業を進めましょう。 

詳しくは☛ http://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/0000052905.html 

９月８日（月）には、労働基準協会釜石支部主催の「労働衛生研修会」が開催されます。多数のご参
加をお願い申し上げます。（お申し込みは釜石支部まで） 

 

３ 「心とからだの健康推進運動」 展開 9／1〜9／30   

運動標語：「健康で 見つめなおそう 心とからだ あなたの笑顔が みんなの笑顔」 

定期健康診断の実施、有所見者のフォロー、メンタルヘルスチェックの実施、などに取り組みましょう。 
 

４ 労働災害発生事例と災害防止のポイント  

[平成２６年分 平成２６年８月２５日現在]  

 休業４日以上の労働災害     ４０件   うち 復旧・復興工事にかかる災害 ７件 

死亡災害 ２件 （1月発生、車両系建設機械の横転、８月発生、足場からの墜落） 

≪災害事例≫ 

船体の外周に組み立てられた足場の解体作業中、足場の４段目から３段目に墜落した後、地面に墜落

し死亡した。足場の３段目から地面までの高さは５メートルであった。 

≪災害防止のためのワンポイントアドバイス≫ 

・親綱を張って安全帯を使用させる。また、安全ネットを設置する。 

・墜落時保護用の保護帽を使用させる。 

 

平成２６年 

９月 

熱中症が頻発！最低でも１時間に１回 水分＋塩分補給！体調管理の徹底！ 
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